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本市は、平成22年1月に旧前原市、旧二丈町、旧志摩町が合併して誕生しました。 

水道事業においては、平成24年3月に「糸島市水道ビジョン」を策定しました。その後、厚生労働省が
平成25年3月に50年、100年後の水道の理想像と方向性を示す「新水道ビジョン」を策定し、その中で「水
道事業者においては、自らのビジョンを定め重点的な実現方策に取り組む必要がある」と示したことか
ら、本市においても平成28年3月に『“いとしま”の元気を支え続ける、安全でたくましい水道に向かっ
て』を基本理念とする「糸島市水道事業ビジョン」（以下「前ビジョン」という。）を策定し、10年間の
事業運営指針としました。 

さらに、平成31年3月に福岡県が策定した「福岡県水道ビジョン」、令和2年12月に本市が策定した上
位計画「第2次糸島市長期総合計画」、令和5年3月に福岡県が策定した「福岡県水道広域化推進プラン」
など、整合性を図っていく必要がある各種計画などが新たに策定されてきました。 

 

一方で、水道事業を取り巻く環境は大きく変化しています。将来的な人口減少に伴う水需要の減少、

施設の老朽化、人材不足に加え、頻発する異常気象による自然災害の激甚化などが課題となることが想
定されます。こうした状況に加え、今後発生しうる新たな課題や多様化する市民の要望などに的確に対
応するためには、効果的で効率的な事業運営と、将来を見据えた持続可能で安定的な水道基盤の強化が
引き続き求められます。 

 

 

 

このたび、これまで市民の生活や経済活動を支えてきた水道の恩恵を、今後もすべての市民が継続的

に享受し続けることができるよう、50年、100年後の将来を見据え、水道の理想像を示すとともに、そ
の理想像を具現化するために、今後、取り組むべき事項、方策を提示することを目的として「第２次糸
島市水道事業ビジョン（以下、「本ビジョン」という。）」を新たに策定しました。   

第１章 計画の策定趣旨と位置付け 

01 計画の策定趣旨及び位置付け

図 1-1 各種関連計画と本ビジョンの位置づけ 
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第２次糸島市長期総合計画に示される“まちの将来像”や、新水道ビジョンなどに示される“水道の
理想像”を実現するため、計画期間を10年とし、50年、100年先の将来を見据えた「取り組むべき重点
的な目標」を立て、着実な推進を図ります。 

また、本ビジョンで掲げる取り組みを計画的に進めるため、10年の計画期間を前期・後期の２期に分
け、各期における取り組み内容や目標値などの具体的な事項を事業計画として策定します。 

 

 

 

 

事業計画値については、水需要予測結果を踏まえ、計画期間において最大となる計画給水人口を80,600
人、計画一日最大給水量を25,700 m3/日を本ビジョンの計画値とします。 

 

 

項目 計画内容 

計画期間 令和 8～17 年度 

計画給水人口 80,600 人（令和 17 年度） 

計画一日最大給水量 25,700 m3/日（令和 17 年度） 

 

令和12年度以降も水需要の増加は鈍化するものの、給水普及率の向上や企業への給水が増加する予定
となっており、給水人口及び有収水量ともに若干の増加傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

02 計画期間及び計画値

表 1-1 本ビジョンの計画期間、人口及び水量 

図 1-2 本ビジョンの計画期間イメージ 

図 1-2 水需要予測結果 

 

18,852

20,268
20,496

77,553

80,200 80,600

18,000

20,000

22,000

24,000

60,000

70,000

80,000

90,000

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

有収水量（㎥/日） 給水人口（人）

実績 推計値

給
水
人
口
（
人
）

有
収
水
量
（
㎥
/
日
）



2-1 

 
 

【第２次糸島市水道事業ビジョン】

 

 

 
 

本市は、福岡県西部の糸島半島に位置し、東は福岡市、南は佐賀県唐津市、佐賀市に接しています。
本市北側には玄界灘に面した海岸線が続き、南側には脊振山系の山々が連なっており、中央部の糸島平
野には、広大な田園地帯が広がっています。 

主要な交通機関として東西に走るＪＲ筑肥線、国道202号が整備されており、これらを中心として市
街地が形成されています。また、福岡市の天神からＪＲ筑肥線・筑前前原駅までは約30分、高速道路を
利用した場合でもおよそ30分の時間距離にあります。さらに、博多駅や福岡空港へも直通でアクセスで
き、交通の利便性が高い地域で、政令市である福岡市を中心とした人口約260万人の福岡都市圏に属し
ています。この福岡都市圏は福岡空港を介して、国内、アジア各国と直結しており、特に中国や韓国と
は１時間程度という距離であることから、ビジネスや観光等に有利な位置となっております。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

   

第２章 糸島市の都市的性格 

01 位置及び地勢

図 2-1 市の位置等 
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土地の面積は215.7km2で、東西約24km、南北約19 kmにわたり、福岡県下の自治体では、第６位の広
い面積を有しています。 

土地利用の内訳についてみると、宅地は7.3%、農地が27.9%、山林が45.5%、その他が19.3%となってい
ます。また、農地及び山林が大部分を占めており、自然的土地利用の割合が高いことが特徴です。これ
らのことから本市は豊かな自然環境に恵まれた地域であるといえます。 

市内を流れる主な河川は、瑞梅寺川や雷山川などがありますが、いずれも二級河川で、市内には一級
河川などの大きな川が流れておりません。 

このように、本市は自然豊かな地域である一方、まとまった水量が開発できないなど、地理的に水資

源に恵まれていない条件となっております。 

 
級別 水系 河川名 

二級河川 瑞梅寺川 瑞梅寺川 

  川原川 

  汐井川 

  赤崎川 

 雷山川 雷山川 

  長野川 

  川付川 

 初川 初川 

 桜井川 桜井川 

 一貴山川 一貴山川 

 加茂川 加茂川 

 福吉川 福吉川 

  東川 

 
 

 市内の気象について、平成27年から令和6年までの観測データを整理した結果、最大時間降水量は近
年増加傾向にあり、令和6年には62.5mm/hを記録しています。気温については、最高気温が概ね35～39℃
で推移し、夏季の高温化が見られる一方、最低気温は冬季に氷点下となる年も確認されています。また、
最大風速は概ね12～16m/sの範囲で推移しています。 

 
年 降水量最大（mm/h） 気温最高（℃） 気温最低（℃） 最大風速（m/s） 

H27 36.0 35.0 -2.6 16.5 

H28 43.0 36.5 -4.1 14.6 

H29 53.0 38.9 -3.0 12.9 

H30 38.5 37.9 -3.3 14.9 

R1 28.0 37.2 -1.7 15.3 

R2 48.0 38.5 -1.1 16.4 

R3 41.0 36.1 -2.6 11.6 

R4 56.5 37.1 -2.2 15.4 

R5 57.5 37.3 -3.9 12.0 

R6 62.5 38.5 -1.9 12.5   

02 地理的条件

表 2-1 本市の主な河川 

表 2-2 本市の気候（平成27年～令和6年） 

（出典：気象庁 過去の気象データ） 

03 気候
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本市の人口分布状況は、東西に伸びる国道202号やJR筑肥線沿線に集中しており、特にJR駅周辺にお
いて人口の集積が顕著となっています。 

 
 

 

人口動態についてみると、総人口は平成25年度の99,885人から令和6年度には103,984人へと増加して

おり、中長期的には緩やかな増加傾向を示しています。 

年齢階層別にみると、年少人口（0～14歳）は平成25年度の13,725人（13.7％）から令和6年度には
14,210人（13.7％）となっており、人数および構成比ともに概ね横ばいで推移しています。一方、生産
年齢人口（15～64歳）は平成25年度の61,439人（61.5％）から令和6年度には58,140人（55.9％）へと
減少しており、構成比についても低下傾向にあります。 

これに対し、高齢人口（65歳以上）は平成25年度の24,721人（24.7％）から令和6年度には31,634人

（30.4％）へと増加しており、高齢化の進行が明確に表れています。 

  
 

 

このように、本市では総人口が増加傾向にある一方で、生産年齢人口の減少と高齢人口の増加が同時
に進行しており、人口構造の変化が進んでいます。 

また、人口流動については、福岡市中心部へのアクセス性が高いことから、昼夜間人口比率は福岡都

市圏の他市と比較して低く、ベッドタウンとしての性格を有しています。 

13,725 13,567 13,498 13,601 13,772 13,892 13,969 14,196 14,329 14,388 14,347 14,210 

61,439 60,394 59,441 58,983 58,537 58,393 57,994 57,918 57,725 58,091 57,869 58,140 

24,721 25,916 26,748 27,547 28,412 29,165 29,702 30,320 30,882 31,083 31,439 31,634 

99,885 99,877 99,687 100,131 100,721 101,450 101,665 102,434 102,936 103,562 103,655 103,984 

0
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04 人口分布状況等

図 2-3 市の人口推移 
（出典：住民基本台帳 各年度の3月31日現在人口） 

図 2-2 市の人口分布図（令和2年10月：国勢調査） 
（出典：糸島市地域交通計画） 
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本市の水道事業は、昭和32年の水道法施行後、昭和33年に旧前原町で簡易水道事業としての認可を受
けスタートしました。当時の計画値は、計画給水人口5,000人、計画一日最大給水量750 m3/日で、水源
を地下水に求めました。 

令和６年度の行政区域内人口103,984人に対し給水人口は77,553人であり，水道普及率は78.04％とな
っております。また、水道水を供給するための施設能力は29,996 m3/日を有しております。 

本市の水道施設は，地下水である自己水源、瑞梅寺ダム（直接取水）を水源とする瑞梅寺浄水場から

の受水、筑後大堰を水源とする福岡地区水道企業団牛頸浄水場からの受水、大別すると３種類の水源を
活用して水道水を供給しております。 

また、配水池はそれぞれ、自己水源、瑞梅寺浄水場、福岡地区水道企業団などから複数の浄水を受け

るところと福岡地区水道企業団からの浄水のみを受けるところがあります。 

 

前原地区 

 

 

 

配水区域 水源 配水池 備考 

曽根配水区域 筑後大堰 瑞梅寺ダム 三雲第 1 号 曽根  

   三雲第 2 号   

   井田   

笹山配水区域 筑後大堰 - 西沖 笹山  

曽根南配水区域 - 瑞梅寺ダム 三雲第 3 号 曽根南  

   大門   

山北配水区域 - 瑞梅寺ダム 井原 山北  

   山北第 1 号   

   山北第 2 号   

笹山南配水区域 筑後大堰 - 池田東第 1 号 笹山南  

   池田東第 2 号   

第３章 現状と課題 

01 水道事業の概要

図 3-1 前原地区配水区域 

表 3-1 前原地区施設概要 
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志摩地区 

 

 

 

配水区域 水源 配水池 備考 

吉田配水区域 筑後大堰 - - 吉田  

師吉配水区域 筑後大堰 - - 師吉  

御床配水区域 筑後大堰 - - 御床  

姫島配水区域 - - 姫島第 1 号 姫島  

   姫島第 2 号   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 志摩地区配水区域 

表 3-2 志摩地区施設概要 
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二丈地区 
 

 
 

 

配水区域 水源 配水池 備考 

武配水区域 筑後大堰 - - 武  

深江配水区域 筑後大堰 - 深江第 3 号 深江  

   深江第 4 号   

   深江第 5 号  予備 

福吉配水区域 筑後大堰 - 福吉第 1 号 福吉  

   福吉第 1-1 号   

   福吉第 2 号  予備 

   福吉第 3 号   

   福吉第 4 号  予備 

   貴船   

鹿家配水区域 - - 鹿家 鹿家  

 

   

図 3-3 二丈地区配水区域 

表 3-3 二丈地区施設概要 
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カネ（資金）に関する課題 
糸島市の水需要は、下図に示すように有収水量及び給水人口共に増加しているものの、その伸びが鈍

化している傾向が見られます。このため、将来の水道収益の見通しを立てておくことが必要となります。 

 

 

モノ（施設）に関する課題 
アセットマネジメントの検討結果から、過去の建設投資額を集計した結果は下図に示すとおりです。

年度によって投資額にバラツキがあることから、更新時期が集中してしまう可能性があります。このた
め、更新費用の平準化や施設の最適配置を見据えて施設の効率化を図りつつ、計画的な施設や設備の更
新を行っていく必要があります。 

  

 

ヒト（人的資源）に関する課題 
近年、若干の職員数の増加はありますが、カネの項目で示した将来的な人口減少、モノの項目で示し

た更新費用の増大に伴い、必要となるマンパワーの確保や育成が課題となることが想定されます。その
ため、引き続き技術研修への参加や官民連携を図りながら、更なる効率的な事業運営を進めることが必
要です。 
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02 現状と課題

図 3-6 職員数の推移 

事業統合 

による減少 

図 3-5 水道施設の建設投資額 

図 3-4 有収水量及び給水人口の実績値 
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カネに関する事業環境 
糸島市の人口は今まで増加を続けておりましたが、将来人口を推計した結果、下図に示すように令和

12年度をピークに人口が減少していく見通しとなり、将来的な料金収入の減少が懸念されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モノに関する事業環境 
将来の水道施設の更新費用は、下図に示すように発生する見通しとなっています。水道施設は、人口が

減少に転じた場合、さらに施設効率が悪化することが予想されます。また、料金収入の減少により、適切
な施設更新が実施できなかった場合、経年化施設の割合が増加し、災害に強い施設整備の弊害となるこ
とから、漏水の頻発や設備の故障等の水道サービスの低下につながることが想定されます。 

 

 
 

 

ヒトに関する事業環境 
本市水道の運営を担っている職員については、今後増大する施設の更新に対してマンパワーが不足す

ることが懸念されています。 
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第４章 将来の事業環境 

図 4-2 水道施設の更新費用 

図 4-1 行政区域内人口の将来見通し 

R12 をピークに 

減少の見込み 
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【第２次糸島市水道事業ビジョン】

 

 

 
 

本事業を取り巻く環境変化や様々な課題に対応するため、目指すべき将来像（基本理念）を以下
のように定めました。前ビジョンの基本理念である「“いとしま”の元気を支え続ける、安全でたく
ましい水道に向かって」を踏襲しながら、昨今における市民生活の多様性やSDGsに代表される持続
可能な観点を取り入れて、未来を見据えて戦略的に事業を運営していきます。 

 

基 本 理 念 

 

“いとしま”のくらしを支え、未来へつなぐ安全で安心な水をいつまでも 
 

 

 
 

上記に掲げた基本理念を実現するため、国の新水道ビジョンの３つの観点である「安全」、「強靭」、
「持続」に基づき、３つの目標を定めました。この目標に基づき、課題解決のための様々な取り組
みを実施していきます。 

 

 
 

 

安全の方向性 

みなさまに信頼される、安全な水道水を供給する水道を目指します。 

強靭の方向性 
災害時等による被害を最小限にとどめ、迅速に復旧できるたくましい水道を目指します。 

持続の方向性 
厳しい事業環境においても、健全かつ安定的な事業運営が可能な水道を目指します。 

 

第５章 基本理念と目指す方向性 

図 5-1 基本理念と目指す方向性 

01 基本理念

02 目指す方向性
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【第２次糸島市水道事業ビジョン】

 

 

 
 

第２次糸島市水道事業ビジョンの施策体系 
将来像に掲げた「“いとしま”のくらしを支え、未来へつなぐ安全で安心な水をいつまでも」を実現す

るための取り組みとして、3つの基本目標の下に、7の施策、13の取組、15の目標指標を体系化したもの
は下表に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

第６章 推進する実現方策 

01 施策の体系

表 6-1 施策の体系 

 
基本
目標

前ビジョン
との

つながり

安全で良質な水 水道水の水質管理 水質検査計画の策定 指標1 水質検査計画の公表 継続

水安全計画の運用 指標2 水安全計画の策定率 継続

安全な水道水の供給 指標3
消毒副生成物
　濃度水質基準比率

新規

安定した水の供給 水道施設の耐震化 管路の耐震化 指標4 管路の耐震管率 継続

配水池の耐震化 指標5 配水池の耐震化率 継続

重要給水施設配水管路の耐震化 指標6
重要給水施設
　配水管路の耐震管率

新規

事業継続計画の運用 事業継続計画の改訂 指標7 事業継続計画の策定率 継続

災害対策訓練の実施 指標8 災害対策訓練実施回数 新規

健全な事業経営 アセットマネジメント 施設の適正規模の検討 指標9 施設利用率 継続

の実践 指標10 最大稼働率 継続

計画的な施設更新 指標11 有収率 継続

水道料金の適正化 適正な料金水準の検討 指標12 経常収支比率 新規

指標13 料金回収率 新規

技術の継承 技術職員の育成 指標14 外部研修時間 継続

情報提供の充実 広報活動の充実 指標15 ホームページの更新 新規

新規：本水道ビジョンで新たに位置づける施策

目標指標

安
全

強
靭

持
続

方向性 施策 事業・取組
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水道水の水質管理 
事業・取組①：水質検査計画の策定 

水質検査計画は、水源や給水栓などで実施したこれまでの水質検査結果を分析し、その内容を踏まえ
て、毎年度、検査の箇所数や検査項目についての計画を策定するものです。また、水質基準の変更にも
応じるようにこの計画を毎事業年度の開始前にホームページ等を通じて公表し、水道水の安全性に関す
る信頼性の向上を図ります。 

 

事業・取組②：水安全計画の運用  

水源から蛇口までのすべての過程において、想定されるリスクを抽出し、分析・評価を行った上で、
リスクレベルごとの対策を講じる「水安全計画」を平成28年度に策定しました。その後、昨今の大雨に
よる水質の変化や水質基準の変更にも対応するため適宜見直しを行っております。引き続き、必要に応
じた見直しを適宜行うことで水道水の安全性を高めます。 

 

事業・取組③：安全な水道水の供給  

水道法では、蛇口（給水栓）における水道水の塩素濃度を0.1mg/L以上保持するように定められていま
す。この塩素は消毒効果として大きな役割を果たしておりますが、この濃度が高すぎると水にカルキ臭
を与えるのみならず、消毒副生成物（発がん性のあるトリハロメタンなど）が生成される可能性がある
ことが知られています。本市では、できるだけこの発生を抑えるように取り組んでまいります。 

 

【事業計画】 

取組名 R7 
前  期 後  期 

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 

水質検査計画の策定 

 毎年策定、公表の実施 

           

水安全計画の運用 

 継続的に運用・適宜見直し 

           

安全な水道水の供給 

 継続的に実施 

           

 

【事業目標】 

指標名 
実績値 

R6 

前期目標値 

R12 

後期目標値 

R17 

水質検査計画の年度開始前の公表 実施 継続実施 継続実施 

水安全計画の策定率（％） 100％ 継続実施 継続実施 

消毒副生成物濃度水質基準比率（％） 6.2％ 20％以下 20％以下 

 

 

 

 

 

 

 

02 安全（安全で良質な水）
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水道施設の耐震化 
事業・取組①：管路の耐震化  

管路施設は、本格的な更新需要期を迎えており、建設改良費の大半を占めることになります。このた
め、アセットマネジメント手法を取り入れ、長期的な更新費用を把握した上で計画的な更新を行います。 

更新周期は、会計制度上の法定耐用年数40年が一つの目安となりますが、埋設環境や管種の違いによ
り、その期間を超えても十分に使用可能な管路が多くあります。本市では、これまでの使用年数実績や
全国的な知見等を基に、既存の管路をできる限り活用することで、実態に即した更新周期を定め、事業
経営への影響を可能な限り抑制します。また、本市では、管路の布設替時に耐震管の採用を進めており、
更新等に合わせた耐震化にも積極的に取り組みます。 

 

事業・取組②：配水池の耐震化  

老朽化した施設の更新や、耐震適合性に問題のある施設の統廃合等に併せて、配水施設の効率的な更
新及び耐震化に取り組み、事故や災害等発生時の影響を最小限にとどめ、水道システムとしての機能を
損なうことの無いよう努めます。 

 

事業・取組③：重要給水施設配水管路の耐震化  

地震等発生時の復旧対応および被災対応の充実を図るため、災害対応拠点となる行政機関や救急医療
機関を重要施設と位置づけ、これら施設への供給ルートである配水管を優先的に耐震管へ布設替えを行
います。 

対象となる重要施設は、「糸島市地域防災計画」に示された救急指定病院や指定避難場所等があり、順
次耐震化を進めていきます。 

 

【事業計画】 

取組名 R7 
前  期 後  期 

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 

管路の耐震化 

 基幹管路を優先的に継続的に実施 

           

配水池の耐震化 

                        計画的に実施 

           

重要給水施設 

配水管路の耐震化 

 継続的に実施 

           

 

【事業目標】 

指標名 
実績値 

R6 

前期目標値 

R12 

後期目標値 

R17 

管路の耐震管率（％） 7.3％ 12％ 15％ 

配水池の耐震化率（％） 61.5％ 61.5％ 61.5％ 

重要給水施設配水管路の耐震管率（％） 12.0％ 13％ 13％ 

 

 

 

 

 

 

03 強靭（安定した水の供給）
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事業継続計画の運用 
事業・取組①：事業継続計画の改訂 

災害発生時などに水道水を速やかに確保するための応急対策を確実に実施するため、事業継続計画
（BCP）を令和元年度に策定しました。 

また、組織変更等に合わせて各種危機管理マニュアル、策定したBCPの見直しを適宜行っていきます。 

 

事業・取組②：災害対策訓練の実施  

災害発生時において、迅速かつ的確な現場対応能力の向上を目的とし、危機管理マニュアル及びBCP
に基づいた訓練を実施するなど体制の充実を図り、応急復旧の際に迅速でスムーズな危機対応が図れる
よう取り組んでいきます。 

 

【事業計画】 

取組名 R7 
前  期 後  期 

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 

事業継続計画の改訂 

 運用・適宜改訂 

           

災害対策訓練の実施 

 継続的に実施 

           

 

【事業目標】 

指標名 
実績値 

R6 

前期目標値 

R12 

後期目標値 

R17 

事業継続計画の策定率（％） 100％ 継続実施 継続実施 

災害対策訓練実施回数（回/年） 1 回/年 1 回/年 1 回/年 
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アセットマネジメントの実践 
事業・取組①：施設の適正規模の検討  

施設の更新や補修などの維持管理、施設運用においては、長期的な財政収支見通しに基づき、更新優
先順位に応じた計画的な施設整備を行うとともに、事業費の平準化を図ります。また、水需要の減少等
に合わせて、施設の統廃合や再配置を行い、ダウンサイジングによる事業の効率化を図ることで、可能
な限り投資の縮小を図ります。 

 

事業・取組②：計画的な施設更新  

将来まで安定的に水道事業を経営していくためには、施設を健全に維持・保全することが重要であり、
長期的な視点で効率的な資産管理を図るアセットマネジメントの考え方が必要です。また、管路等施設
の老朽化は、漏水の増加に伴う有収率の低下にもつながるため、効率的な経営を行う上でもアセットマ
ネジメントの実践は重要なものとなります。 

給水量については、人口増及び企業等の需要に注視し、水道水の安定供給を図るため水道水の確保に
努めます。 

 

【事業計画】 

取組名 R7 
前  期 後  期 

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 

施設の適正規模の検討 

 実施 

           

計画的な施設更新 

 実施 

           

 

【事業目標】 

指標名 
実績値 

R6 

前期目標値 

R12 

後期目標値 

R17 

施設利用率（％） 67.2％ 73％ 73％ 

最大稼働率（％） 73.7％ 86％ 86％ 

有収率（％） 93.5％ 94％ 94％ 

 

水道料金の適正化 
事業・取組①：適正な料金水準の検討  

人口の増加により料金収入は若干の増加傾向にあるものの、事業運営に必要な経費は物価上昇や水道
施設の更新の増大などの影響により今後増加する見通しです。現状は料金収入が経費を上回っている状
況ですが、今後は経営状況が悪化することが想定されますので、上述のアセットマネジメントにおける
長期的な財政収支見通しを継続的に見直すことにより、水道料金の改定も含め、適正化に関する検討を
定期的に行っていきます。 

 

【事業計画】 

取組名 R7 
前  期 後  期 

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 

適正な料金水準の検討 

 定期的に検討 

           

04 持続（健全な事業経営）
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【事業目標】 

指標名 
現状値 

R6 

前期目標値 

R12 

後期目標値 

R17 

経常収支比率（％） 117.8％ 100％以上 100％以上 

料金回収率（％） 113.7％ 100％以上 100％以上 

 

技術の継承 
事業・取組①：技術職員の育成  

水道事業の業務に従事するためには、水道施設の概況や地形的な条件の把握を含めた経験のみならず、
非常に専門性が高い幅広い知識を必要とします。本市単独で内部研修講師の養成には時間がかかること
から、日本水道協会等が実施する研修会に積極的に参加する等、外部研修の活用により技術力の向上及
び次世代への技術継承に努めます。 

 

【事業計画】 

取組名 R7 
前  期 後  期 

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 

技術職員の育成 

 継続的に実施 

           

 

【事業目標】 

指標名 
実績値 

R6 

前期目標値 

R12 

後期目標値 

R17 

外部研修時間（時間） 13.4 時間 15 時間 15 時間 

 

情報提供の充実 
事業・取組①：広報活動の充実  

広報紙やホームページを積極的に活用して、本市水道事業の取組みや水質に関する情報をお知らせす
るのみではなく、見やすくわかりやすい情報提供を図っていきます。ホームページについては、記載内
容の検討・見直しを適宜行っていきます。 

 

【事業計画】 

取組名 R7 
前  期 後  期 

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 

広報活動の充実 

 適宜更新 

           

 

【事業目標】 

指標名 
実績値 

R6 

前期目標値 

R12 

後期目標値 

R17 

ホームページの更新 実施 継続実施 継続実施 
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【第２次糸島市水道事業ビジョン】

 

 

本ビジョンで定めた各施策の進捗管理は、PDCAサイクル「計画（Plan）を実行（Do）、点検・評価
（Check）し改善（Action）する一連の流れ」により行います。各施策の実施状況などを評価し、以
降の事業推進・計画見直しにつなげていきます。 

 
 

 

また、前期事業計画期間（５年間）終了時に「安全」、「強靭」、「持続」別に定めた目標指標の分
析や評価を行うことにより、必要に応じてビジョンの施策の中間見直しを実施します。この際、計
画最終年度における目標達成に向けた改善を図ります。 

そして、更に次の第３次ビジョン策定に活用できるように、未実施な施策や未達成な目標指標の
阻害要因を分析し、その改善方法に関する検討も併せて実施することで、目指すべき基本理念の実
現に向かっていきます。 

 

 

 

前期 後期 

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 

   

 

中間 

見直し 

 

   

最終評価 

次期計画 

策定 

 

 

 

Plan

DoCheck

Action

・改善の設定
・計画策定

・目標設定

・事業の実施・進捗の検証

・評価

第７章 フォローアップ 

表 7-1 本ビジョンのスケジュール 

図 7-1  PDCAサイクル 

フォローアップ（進捗管理） フォローアップ（進捗管理） 


